




































































































ターゲットとするデバイスのリソースに応じた 2 つのエージェントシステム、μPlangent および






















第 4章では、picoPlangent による WSN を用いたビルオートメーションシステムについて述べる。WSN
アプリケーションを構築する際のアプリケーションモデルとして、picoPlangent エージェントがセン
サ上を移動しセンサデータ収集および機器制御を行うモデルを提案、WSN によるビルオートメーション
システムを対象のアプリケーションとし、センサを必要な時にだけ動作させることで低消費電力動作
が実現できることを測定した。本アプリケーションの評価を通じて、知的移動エージェントによる低
消費電力な WSN アプリケーションが構築可能であり、不均一なリソースを持つデバイス群を効果的に
活用してサービスを実現可能なことを検証した。 
第 5章では、UPA を用いて構築した、ドライバーの状況に応じてドライブプランを推薦するテレマテ
ィクスサービスについて述べる。ユーザの位置、日時、移動履歴などから、UPA を用いてユーザのドラ
イブ中の状況を推定、ドライブの途中で立ち寄る施設を推薦し、ドライブプランを作成するスマート
ライドアシスト＠ナビシステムを試作、ユーザが必要とする情報を的確に推薦可能なことをユーザモ
デルにより評価し、コンテクストアウェアエージェントを用いてユーザがその場で必要な情報を、必
要なその時に伝達可能なことを検証した。 
第 6 章で結論を述べる。ネットワークが遍在化した現在において、不均一なネットワーク、デバイ
ス、大量のサービス、コンテンツをどう扱うかという課題がある。この課題を解決し、ユビキタスネ
ットワーク上で動作するアプリケーションを構築するには、不均一なネットワーク、デバイスを効率
的に扱うための技術と、適切なサービス、コンテンツを選択するための技術を活用する必要がある。
我々は、様々なデバイス上での動作を可能にする小型移動エージェント、ユーザの状況を推定するコ
ンテクストアウェアエージェントの 2 つの知的エージェントに基づいたアーキテクチャを提案し、提
案アーキテクチャにおいて必要となるエージェントシステムを開発、アプリケーションを試作し、課
題の解決の検証を行った。 
 
